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秋深き 隣（となり）は何を する人ぞ 
 江戸時代に生きた、松尾芭蕉の俳句です。俳句は限られた文字数の中に、いろいろな意味を込め

て表現された文芸作品です。この句は芭蕉が病気で布団の中で静かにしている時に作られた俳句で

す。隣の人の生活の音がかすかに聞こえてくるのか、まったく聞こえてこないのかは想像するだけ

なのですが、自分自身が生きているという実感を表現している句だといわれています。 

 今年も残り二ヶ月ほどになります。朝夕の冷え込みで体調を崩さぬよう、健康管理には十分気を

つけて過ごしてください。 

☆☆☆いろいろな学びの場面から☆☆☆ 

 平山陸稲（おかぼ）刈り取り  

１０月１１日（金）のわかばタイムの時間に、教育センターとの連携 

授業のまとめとして、平山陸稲の稲刈りが行われました。十分に実った 

稲穂から、収穫の秋を実感することができました。 

 二学期お誕生日会  

１０月１５日（火）に８月～１２月生まれの児童・生徒のお誕生日会 

が行われました。飾りつけや会場づくりは、児童・生徒全員が率先して 

準備を行いました。ケーキは６種類の中から選んで注文し、昼食の時間 

に全員で味わって食べました。その後は体育館でレクリエーションを 

行い、小学生と中学生、ボランティア、職員がそれぞれの関わりを深め 

ることができました。 

 立川防災間 社会科見学  

 １０月２３日（水）立川防災館で、社会科見学が行われました。 

わかば教室から貸し切りバス二台で往復しました。防災館では常設 

展示を見学したり起震装置で震度６～７揺れを体験したりしました。 

天気にも恵まれ、充実した思い出に残る一日となりました。 

 ハロウィンの取り組み  

 わかば教室では、日本や世界の季節の行事などをもとに、様々な取り組みを行うことにより、日

本や諸外国の理解を深めるための学習を行っています。１０月３１日（金）には、ハロウィンの取

わ か ば 



り組みを行いました。ラグビーワールドカップの予選リーグで日本が勝利した、アイルランド共和

国に伝わる古代ケルトの文化から世界に広まり、日本でも定着しつつある行事です。 

通室生は仮装の準備をするなどして教育センターの各部屋を訪問 

しました。多くの皆様からご支援をいただき、とても充実した取り 

組みとなりました。  

 

 

 

 １１月の予定 

３日（日） 文化の日 自由と平和を愛し、文化をすすめる日 

４日（月） 振替休日 

７日（木） 音楽鑑賞教室 

生の演奏による表現の豊かさやオーケストラの響きに親しむ機会です。小学校５年生以上は、９

時５０分にわかば教室を出発しますので、それまでに通室するようにお願いします。 

服装 ：小学生は落ち着いた服装、中学生は各校の標準服 

持ち物：プログラム、筆記用具、ハンカチ、ティッシュ、水筒（ホール内での飲食は厳禁） 

    帰りの交通費（必要な場合） 

１２日（火） 秋の収穫祭 

自分たちで育てた野菜を収穫、調理することを通して、自然の恵みと 

物への感謝をすること、仲間と協力していくことを目的とします。 

服 装：清潔感のある服装 

献 立：ドライカレー、カラフルコンビネーションサラダ、 

    スイートポテト 

持ち物：エプロン、マスク、三角巾、布巾（ふきん）２枚、 

ピーラー、箸（はし）、スプーン、飲み物 

２３日（土） 勤労感謝の日 勤労を尊（たっと）び、生産を祝い、国民互いに感謝する日 

３１日（木） 学習発表会  

 

進路情報  定時制･通信制等 合同学校説明会  

〇日 時 １２月１日（土） １０：３０～１６：３０（予定） 

〇場 所 たましんＲＩＳＵＲＵホール 展示室及びサブホール（地下１階） 

都立高校だけではなく、私立の定時制・通信制やサポート校も参加する、今年度最後の説明会

です。進路に悩む小・中学生と保護者の方などが対象ですが、どなたでも参加できる相談会で

す。予約不要で、入場無料、入退場自由となっています。 

○お問合せ 立川市子ども家庭部子ども育成課青少年係 電話 042-532-2111（内線 1305） 


